特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　11年10月　6日　３７６号
農業塾　猪防護柵完成　2日　14人　　ダイコンの間引き出来ました　
双葉がいよいよ本葉に変わり勢いよく成長しようと葉の緑が濃くなり、葉の根元もしっかり座り始めてきました。田圃の上手から下手に掛けて猪の大きな足跡　小さな足跡が数本往復しています。そして大きくなり始めてきた苗を無造作に踏みにじっています。田圃の周りの畦にはヌタ場にされはじめている場所もできてきました。確実に猪の侵入が始まっています。
稲作の田んぼでは米が実り、収穫目前となっています。蔬菜には目もくれず直線に横切っていますが、田圃のコメが刈りとられると無防備の蔬菜畑は荒らされ放題となり、サツマイモの被害と同じようになることは日の目を見るよりも明らかです。気が気ではありませんでした。
この日は前日に用意した鉄筋杭を打込み、鉄網を130枚を使って田圃をグルット柵で囲みました。網の目が15㎝の粗いものですので、網の強化も含め少しずらせて網目を小さくするたに2枚目を重ねました。アライグマや兎など小動物の進入を防ごうというものです。鉄筋杭を運び込み均等間隔に打込む支柱立て、重たい鉄筋ですので大変でした。そして打込みもなかなかの作業でした。次に金網の運搬は大きくて更に重いものですから大変でした。皆さん一生懸命に運搬して緊縛して一回りが完成しました。次に二重の金網の張り付けです。皆さん相当疲れておられましたが、休憩しようという声は全くなく黙々と作業を進めていただきました。4時過ぎには二重目の張付も出来あがりました。忙しい中ご協力いただいた14名の皆さまご苦労様でした。これでひと安心、悪条件を改善・栽培に力が入ります。この日は柵作りの一方で、ネギ苗とブロッコリーの植付けもできました。まだまだ空いた畝があります。余り苗がありましたら提供下さい。お待ちしています。

川の学校　ジャンボタニシとり　2日　72人

今年の川の学校は雨天に見舞われることが多くあって心配しましたが、今回は天候に恵まれ多くの方々に参加いただきました。川の学校として屋外での取り組みは最終回なので力が入りました。初夏にはスクミノンの影響が少なかったのですが、今回はかなり大量の発生がありました。駆除作業の後、水質測定と上狛川に関わる故郷についてのお話を聞きました。翌日の新聞に取り組みの記事が載りました。
新米購入希望者36人

昨年に比べて大変多くの方々から購入注文が寄せられました。新米を食べた孫が「本当に美味しい御飯だ」と言ってくれたとうれしい連絡がありました。山の田んぼは寒暖の差が大きく美味しさが増すといわれています。今年食べていただけなかったみなさん、来年は是非、田植え作業にご参加いただき美味しいお米を作ってくださいね。
会誌31号原稿の打ち込み完了
いよいよ編集作業に入ります。今回はブロックごとの集約で進めてきました。ブロックでの作業がすべて完成したと本日の事務局会議で報告され、前号に比べて大変手際よく進められました。これもパソコンクラブの皆さまの大きな協力によって出来たものです。10日をブロックでの完成日と予定していましたが、1週間も早く出来上がりました。十分練りに練った編集が可能になり、素晴らしい会誌31号が出来上がると思います。お楽しみにお待ちください。尚、製本作業は10月25日午後１時から京田辺市中央公民館ホールにて行います。是非、お越しください。成果物が見る見るうちに積み上げられ、達成感や満足感が実感できます。お手伝いにご参加ください。
木津川水一斉調査　8日　指定ポイント20箇所決定
今年のイベントの中で初めての取組みが「木津川水一斉調査」です。近年木津川の水質はずいぶんきれいになったとか、いやそうでもないといった声がよく聞かれます。一体どうなんでしょうか。私たち里山の会は結成11年にして木津川の水質調査を取り組むことにしました。これは地道な調査の積み上げなしには判明できないし、読み取れないもので、これから10年計画で実施していかねばならないと腹をくくって挑戦します。多くの皆さまのご参加とご協力をお願いします。10月8日は日本生態学会近畿地区の先生方が｢人為的な改修が進んだ木津川は生物多様性保全上もきわめて貴重な存在となっているとして自然再生のための対策を検討するシンポが開催されます。その現地視察の途中、少しの時間ですが水質調査中の木津川流域センターに立ち寄っていただくことになりました。

京田辺市民文化祭

各サークルからの発表を具体的に検討すると、サークルのスペースが狭すぎるといった声があがっています。各サークルの活動内容の充実さが本当にすごいと思います。狭いスペースでどの様に特徴ある展示になるのか今から楽しみです。
「展示発表」では植物部会からは普賢寺の植物マップを中心にした内容で検討、木津川部会では奈良県で行われた近畿の水辺での発表とその後の子どもたちの様子を予定しています。パソコン部会では里山ニュースの第１号から３７６号のうちトップテンの掲示を考えているようです。今年春発足した絵画部会は木津川を中心にした作品を展示されるそうです。環境部会からは木津川の水質についての検査風景や木津川を明らかにしようと準備が進んでいます。農業体験部会では農業塾の姿、道普請や、休耕田の復旧作業など里山の現状を伝えようと準備しています。河川レンジャー部では今年夏の京田辺市で行った大イベント東小学校で実施した親子花見乗船体験や木津川クリーンアップ、親子川で遊ぼうや地域で考えよう防災を写真で伝えようと計画しています。
屋外での模擬店では柿や黒豆味噌、つるかご、木酢液、綿菓子などの販売、恒例の松かさツリー作り、けん玉作りとけん玉大会の準備を進めています。里山の会１０周年にふさわしい充実した取組になるよう頑張っています。ぜひ皆さんご期待下さい。里山の会としてのリハーサルを11月1日10時~12時に中部住民センターで行います。これだけ多方面の展示や発表や模擬店を計画しています。人手が足りません。会員皆さんのご協力をお願いします。
京都商工会議所より京の七夕の謝金が届く　4商店街と1地域に協力。昨年の半分でしたが届きました。活動への経費に使います。
葛採りと葛籠作り　15日放置された山林にはつるが沢山ありこの蔓を利用して籠を編みます。どなたでも簡単に作ることが出来ます。申込不要　集合10時　普賢寺小学校前　参加費無料　作業手袋　帽子　長袖　長ズボン　花切り鋏　しっかりした靴　水筒(弁当も？)
第29回京都木津川マラソン大会　選手受付開始(受付は1ヶ月間で30日締め切り)　駐車場利用の問合せ5日間で20件ありました。
本部会場や駐車場の草刈り作業を大急ぎで実施します。出来れば堆肥作りに活用の予定をしています。
10月度植物観察会　16日　木津川市鹿背山地域　集合10時ＪＲ木津駅前　ご参集ください　ＵＲによる宅地開発の現地を視察します。
10月の予定
2日親子川の学校　農業塾　8日木津川一斉水質調査　15日・葛採り葛籠作り・荒洲子ども祭(植物観察の指導11時と1時)有料芋堀あり
16日植物観察会　農業塾　22日農業塾　25日会誌31号製本作業　11月1日文化祭リハーサル　11月5～6日京田辺市民文化祭　
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

